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今
年
も
よ
ろ
し
く

　お願
い
申
し
上
げ
ま
す

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
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長
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　新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　日
頃
か
ら
組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

農
協
事
業
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
の
気
候
は
、
台
風
10
号
の
影
響
や
異
常
気
象
に
よ
る
高
温
な

ど
、
農
産
物
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

夏
か
ら
高
温
が
長
く
続
い
た
こ
と
に
よ
り
、
葉
物
野
菜
の
レ
タ
ス
・

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
に
お
き
ま
し
て
は
、
収
穫
量
も
減
量
と
な
り
、
思
う

よ
う
に
産
地
間
リ
レ
ー
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
に
、
価
格
高
騰
が
続

き
ま
し
た
。

　農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
不
安
定

な
東
ア
ジ
ア
情
勢
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
な
ど
に
伴
う
急
激
な
円

安
な
ど
、
農
業
生
産
コ
ス
ト
高
騰
・
農
産
物
の
安
定
生
産
に
対
す
る

危
機
的
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
25
年
ぶ
り
に
農
政
の
憲
法
と
言
わ
れ
る
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
わ
が

国
の
食
糧
安
全
保
障
を
支
え
る
国
内
農
業
は
将
来
に
亘
っ
て
形
を
変

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
当
茨
城
む
つ
み
農
協
は
、
組
合
員
や
地
域
の
皆

さ
ま
に
喜
ば
れ
る
農
協
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
東
京
の
台
所
と
言
わ
れ
る
立
地
を
生
か
し
、

管
内
の
農
作
物
は
レ
タ
ス
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ニ

ガ
ウ
リ
・
ニ
ン
ジ
ン
の
生
産
量
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
様
々
な

農
作
物
が
、
茨
城
県
の
銘
柄
産
地
の
指
定
を
受
け
、
日
本
最
大
の
野

菜
市
場
と
言
わ
れ
る
、
大
田
市
場
を
は
じ
め
と
す
る
京
浜
市
場
を
中

心
に
新
鮮
な
野
菜
を
日
々
供
給
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
地
元
の

安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
野
菜
を
、
当
農
協
の
農
産
物
直
売
所
な
ど
を

通
じ
て
皆
さ
ま
に
は
毎
日
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　当
組
合
は
「
私
た
ち
の
国
で
消
費
す
る
も
の
は
、
そ
の
国
で
生
産

す
る
」
と
い
う
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
「
国
消
国
産
」
を
重
要
視
す
る

こ
と
か
ら
、
国
産
の
も
の
特
に
地
元
産
の
も
の
を
、
皆
さ
ま
方
に
は
、

ぜ
ひ
食
べ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
や
、
国
内
外
旅
行
、
地

域
の
感
謝
祭
な
ど
、
皆
さ
ま
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　ま
た
毎
年
６
月
23
日
を
む
つ
み
の
日
と
し
、
皆
さ
ま
方
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、
各
支
店
で
皆
さ
ま

方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
女
性
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
健
康
増
進
の
た
め
の

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
で
は
、
毎
年
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
大

き
な
歓
声
の
中
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
管
理
、

介
護
・
福
祉
、
防
災
、
交
通
安
全
、
生
活
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
支
援
や

葬
儀
の
ご
相
談
、
地
域
農
業
振
興
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　協
同
組
合
の
原
点
で
あ
る
組
合
員
と
の
「
対
話
」
を
通
じ
、
組
合

員
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
本
年
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　む
す
び
に
、
今
後
と
も
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
と
ご

要
望
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
農
協
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

巳年生まれの皆様から
一言メッセージ

2025年が皆様にとって
　良き1年になりますように…。

2025年

三和地区

清 水　隆 さん

　新年あけましておめでとう
ございます。
　ここ毎年のように地球温暖

化が進み、気温が上がり野菜の方も作りづらく
なって来ているような気がします。気候変動に
より異常気象による災害も世界各国でおきてお
ります。
　今年は巳年、巳は財運を蓄え譲伝説から財運
の年と言われその生命から不老不死の象徴とも
されています。今年１年が平和で、また健康で
過ごせますように。

古河地区

真 下 天 眞 さん

　新年あけましておめでとう
ございます。
　僕が今年がんばりたいこと

は２つあります。
　一つ目はサッカーをがんばることです。僕は
サッカーでチームのみんなと協力して公式戦で
勝利し、試合で活躍してがんばりたいです。そ
のために毎日練習をします。
　二つ目はテストでいい点数をとれるようにが
んばることです。僕はテストで見直しを１回で
すましてしまって納得いかない点数をよくとっ
てしまいます。なのでこれからは見直しを３回
くらいしようと思います。

境地区　

小 口 祈 映 さん

　あけましておめでとうござ
います
　私は、今年中学１年生にな

ります。中学生になってがんばりたいことがあ
ります。それは、絵をかくことです。私は、絵をか
くのが好きで、よくイラストや漫画をかいてい
ます。それらを上達させるために、インターネッ
トや本でたくさん練習していきたいと思います。

五霞地区

杉 田　旭 さん

　ぼくは、今年六年生になり
ます。ぼくが六年生になって
がんばりたいことは、空手で

す。今ぼくは緑色の帯です。上手くなると、さ
らに上の茶色の帯になれます。ぼくは、型をもっ
と覚えて、スピードを上げて演技ができるよう
に練習して、六年生のうちに茶色の帯になりた
いです。そして、さいごは黒帯になって、空手
道場のみんなから「すごいな、かっこいいな。」
とおもってもらえるような、かっこいい先ぱい
になりたいです。

総和地区

秋 庭　翔 さん

　新年あけましておめでとう
ございます。
　昨年は、新社会人になって、

あたらしい環境に踏み出した自分自身にとって、
けっして忘れることのできない１年になり、お
おくの学びを得ることができました。今年は、
めいいっぱい何事も頑張り、充実できる１年を
これまでの経験を生かして、過ごしていきたい
と思っています。本年も幸福と健康になります
ように、願っています。この１年も、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

猿島地区

野 仲 知 樹 さん

　新年明けましておめでとう
ございます。近年、寒暖差が
激しく農業を行っていくうえ

で難しい環境になってきていますが誠心誠意、
農業に取り組み品質の良い野菜を作ることを目
標に今年も頑張っていきたいと思います。

すぎ　　  た あさひ

こ　　  ぐち　 　き　　 　え

ま　　 しも　　てん　　  ま

あき　　  ば　　　　しょう

しみず　　　　  たかし

の　　 なか　　とも　　  き
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 日頃の感謝を込めて

むつみ感謝祭開催
！

ご来場ありがとうござ
いました！！

　ＪＡ茨城むつみは11月23日五霞支店、三和支店、30日猿島中央支店でむつみ感謝祭を開催しま
した。イベントでは食料品や野菜果物、肥料農薬の販売を行い約1,200名の方にご来場いただきま
した。また、くらしの活動の一環として来場者に「さしまの息吹」のプレゼントを行いました。

五霞支店
11月23日

三和支店
11月23日

猿島中央支店
11月30日

　来場者へ餅まき、ポン菓子、豚汁、地元野菜の
配布、食農クイズで納豆またはローズポークの無
料配布を行いました。
　キッズコーナーでは射的、輪投げ、キックター
ゲットを行いました。　

　来場者へ新米とバラの無料配布、ローズポーク
の試食を行いました。
　女性部では焼きそば、赤飯、豚汁、カレーライ

スの販売をし、養豚部会ではもつ焼の販売をしました。
　キッズコーナーでは、だるま落としやストラックアウトを行いました。

　豚汁、ローズポークの試食を行いました。
　防災教室としてイス型の地震動体験装置で過去
に起こった地震の揺れの体験し、日頃から地震に

「備える」ことの大切さを考えてもらう体験を行いました。
　女性部ではフランクフルト、赤飯、うどん・そばの販売をしました。
　キッズコーナーではストラックアウトを行いました。
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い
ば
ら
き
文
化
フ
ェ
ス
タ
へ
参
加

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
女
性
部
連
合
は
12
月
６
日
、
ホ
テ
ル

レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
２
４
茨
城
県

家
の
光
大
会
い
ば
ら
き
文
化
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
家
の
光
を
活
用
し
た
活
動
の
発

表
や
、
家
の
光
の
普
及
拡
大
に
貢
献
し
た
Ｊ
Ａ
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
家
の
光
を
活
用
し
た
体
験
発
表
で
は
、
女
性
部
連
合
の

風
見
ゆ
か
り
会
計
が
「『
家
の
光
』
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学

ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行
い
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
午
後
か
ら
は
、
総
合
病
院
水
戸
協
同
病
院
の
武
井

先
生
が
記
念
講
演
と
し
て
「
自
宅
で
で
き
る
肩
こ
り
予
防

と
認
知
症
予
防
体
操
」
を
行
い
ま
し
た
。

相
続
「
無
料
個
別
相
談
会
」
開
催

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
12
月
５
日
、
本
店
に
て
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る
相
続
「
無
料
個
別
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
昨
年
度
か
ら
組
合
員
、
地
域
住
民
へ
の
事
前
相

続
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
対
面
で
相
続
対
策
等
を
司
法
書
士
や
税
理
士
と
個
別
相

談
を
行
い
ま
し
た
。
個
別
相
談
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
対
面
で

「
ぬ
く
も
り
」で「
女
性
部
お
手
製 

年
越
し
そ
ば
」

外
国
人
実
習
生
受
入
農
家
調
印
式

契約書を取り交わす石塚組合長と実習生受入農家

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」
で
は
12
月
13
日
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
と
毎
年
恒
例
の
「
ち
ょ
っ
と
早
い
年
越
し
そ
ば
」

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
お
蕎
麦
、
こ
の
日
の
た
め
に
茨
城
む
つ
み
女
性
部
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
地
元
の
そ
ば
粉
、
そ
し
て
手
打
ち
と
い
う

こ
と
で
皆
さ
ん
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
る
く
ら
い
人
気
が
あ
り

ま
す
。
今
年
も
38
人
の
超
満
員
。

　
今
回
は
総
和
地
区
の
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
朝
早
く
か
ら
集
ま
っ

て
腕
を
振
る
っ
て
い
た
だ
き
打
ち
立
て
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ぬ
く
も
り
の
厨
房
で
は
海
老
や
カ
ボ
チ
ャ
、
か
き
揚
げ
を
揚
げ
だ
す
と
フ
ロ
ア
ー

に
い
い
匂
い
が
漂
う
お
蕎
麦
屋
さ
ん
の
雰
囲
気
に
。
蕎
麦
を
茹
で
、
つ
け
汁
と
天
ぷ
ら
を
添

え
て
出
来
上
が
り
。

　
手
打
ち
な
ら
で
は
の
格
別
の
そ
ば
の
風
味
と
コ
シ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
ふ
ん
だ
ん
に
味

わ
い
「
ほ
ん
と
美
味
し
い
ね
」「
最
高
！
」「
ほ
か
の
お
蕎
麦
と
は
や
っ
ぱ
り
違
う
ね
」
な
ど

楽
し
ん
で
い
る
模
様
。

　
「
お
蕎
麦
の
よ
う
に
細
く
長
く
過
ご
す
」「
今
年
の
苦
労
を
切
り
捨
て
、来
年
を
幸
運
で
迎
え
ら

れ
る
」そ
ん
な
意
味
を
持
つ
年
越
し
そ
ば
。来
年
を
笑
顔
で
過
ご
せ
る「
願
い
」を
込
め
て
私
た

ち
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。総
和
地
区
女
性
部
の
皆
さ
ん
、お
い
し
い
お
蕎
麦
、ご
馳
走
様
で
し
た
。

相
談
出
来
る
こ
と
に
よ
り
、自
身
の
現
状
を
相
談
出
来
て
嬉
し
い
」、「
今

後
も
継
続
し
て
欲
し
い
」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
組
合
員
や
地
域
住
民
へ

の
事
業
継
承
や
相
続
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
12
月
６
日
、
本
店
に
て
外
国

人
技
能
実
習
生
受
入
農
家
の
受
入
及
び
契
約
更
新
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
Ｊ
Ａ
と
受
入

農
家
が
外
国
人
実
習
生
制
度
の
実
施
に
関
し
て
委
託

契
約
を
締
結
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
調
印
式
に
際
し
て
の
挨
拶
で
当
Ｊ
Ａ
の
石
塚
組
合

長
は
、
今
後
は
「
人
材
の
育
成
と
確
保
」
を
目
的
と

す
る
「
育
成
就
労
制
度
」
が
２
０
２
７
年
法
施
行
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
に
よ
り
農
業
を
取
り
ま

く
環
境
が
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
今

後
も
的
確
な
情
報
を
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
か
ら
は
実
習
生
の
新
た
な
受
入
、
ま
た
は
契

約
更
新
す
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
受
入
農
家
と
Ｊ
Ａ
が
調
印
し
、
契
約
書
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。

授賞式の様子（風見会計、右から２番目）



⬇タテのカギ
二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

1

2
3
5
6
8
12
13
14

15
16
17
19

宝船の絵を枕の下に入れておくとよいものが
見られるとか
窓を開けて取り込みます
カード式のホテルもあります
中東の国のひとつ。首都はテヘラン
きねと臼でつくもの
「本の虫」と呼ばれることも
七草を入れて炊くことも
初詣で一年のーを祈った
「見通しがきく」ことを願っておせち料理に
入れます
マスカラを付けるところ
脊椎動物にはあります
「Ｒがつかない月には食べるな」と言われる貝
耳が冷えないようにイヤーーをつけた

1

4
7
9

10
11
13
15
16
17
18
20
21

➡ヨコのカギ

11 月号の答え

年賀状をコレからＳＮＳなどに切り替える人
も増えました
サトイモの親芋のまわりにできます
コートなどに用いる毛織物
ここで話していてもーがあかないから見に
行こう
しんしんと降り積もるもの
箱根駅伝は10ー、計217.1kmで競います
さんずい、うかんむりなど
ほうきに乗って飛べるとか
10を３回かけ合わせると
縁起をかついで食べる受験生もいます
おせち料理に入れる紅白の食材といえば
チャールズ・チャップリンはーの王様です
可燃ではありません

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
持
っ
た
記
事
は
、ど
れ

　
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  

総
務
企
画
課
　
行

404060385

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
１
月
31
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　第369号の答えは、「ホシガキ」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
●秋田　節子 ●岩崎　利江 ●諏訪えり子
●羽部きよ子 ●森田　公江 ●青木　康子

当
選
者

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
ホ シ ガ キ

メールでの
ご応募は

こちらから

令
和
６
年
12
月
25
日

●
報
告
事
項

１
）
令
和
６
年
11
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
（
定
期
報
告
）
に
つ
い
て
（
金
融
・
共
済
）

４
）
令
和
６
年
度 

余
裕
金
運
用
実
績
報
告
及
び
債
券
銘
柄
別
評
価
損
益
に
つ
い
て

５
）
令
和
６
年
度 

余
裕
金
運
用
計
画
額
及
び
運
用
方
針
に
つ
い
て
第
４
四
半
期
・
年
次

●
付
議
事
項

第
１
号
議
案 

給
与
規
程
の
変
更
に
つ
い
て
（
案
）

第
２
号
議
案 

就
業
規
則
の
変
更
に
つ
い
て
（
案
）

第
３
号
議
案 

固
定
資
産
減
損
会
計
の
適
用
及
び
減
損
会
計
に
つ
い
て
（
案
）

第
４
号
議
案 

販
売
業
務
規
程
及
び
販
売
事
務
取
扱
要
領
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て
（
案
）

第
９
回
理
事
会
だ
よ
り

茨城むつみ農業協同組合 総務企画部 総務人事課
☎0280-87-1161

問い合わせ先

茨城県猿島郡境町西泉田1278－9
介護業務
要普通自動車免許　※介護職員初任者研修、介護福祉士有資格あれば尚可

時給　1,040円
下記の募集の通り
土曜日（第２・４）、日曜日、祝祭日、年末年始、シフトで定めた日
あり
雇用・労災・健康・厚生　※労働条件により加入保険は異なります

履歴書（写真貼付）を総務企画部総務人事課宛てに郵送またはご持参ください。
書類選考の上、追って面接日をご連絡いたします。
勤務日数、勤務時間応相談

臨時職員
経験学歴不問

下記の募集の通り

雇用形態
応募条件

勤務時間

勤 務 地
仕事内容
資　　格　
給　　与
休憩時間
休　　日
通勤手当
加入保険
応　　募

そ の 他
①8：10 ～ 17：00　休憩80分　シフト勤務
　（利用者送迎、入浴介助、フロア対応、トイレ誘導、食事介助、ほか）

②9：30 ～ 14：00　休憩30分　シフト勤務
　（入浴介助、フロア対応、トイレ誘導、食事介助、ほか）

③9：30 ～ 16：00　休憩60分　シフト勤務
　（入浴介助、フロア対応、トイレ誘導、食事介助、ほか）

④8：10 ～ 12：00　休憩なし　シフト勤務
　（利用者送迎、入浴介助、フロア対応、トイレ誘導、ほか）

臨時職員募集デイサービス

〒306-0404 茨城県猿島郡境町長井戸23

6 ＪＡ茨城むつみ　１月号

JA

JA
JA

 JA

ATM

JA

URL

ID

…

JA
0120-058-098



7

JA

JA
JA

 JA

ATM

JA

URL

ID

…

JA
0120-058-098

組合員　各位

　　農機車両センター「働き方改革関連法」伴う
　　　　　　業務時間及び休日対応についてのご案内　
拝啓
　時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。また当組合の各
事業に対し特段のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当農機車両センターでは、法令遵守ならびに労働環境整備・
職員の健康増進に取組みつつ、業務時間外や休日の対応について、下
記のとおりご案内申し上げます。
　組合員の皆様方には、本趣旨をご理解いただき、何卒ご協力を賜り
ますよう宜しくお願い申し上げます。

敬具
記

業務時間および休日の対応
（１）一定の労働時間を超過した職員に対し、当組合がそれ以上の業

務を行わせることは法令違反（労働基準法に抵触する恐れ）と
なりますので、時間外及び休日対応はできなくなります。

（２）営業時間について（通常の場合）
　　　午前８時30分より午後５時00分（職員の携帯電話対応について

は、時間外労働とみなされる可能性がありますので、営業時間
内にご用命をお願いします）

（３）休日について（通常の場合）
　　　土・日・祭日（修理等の対応は、原則として、翌営業日以降の

対応とさせて頂きます）
　　　※できるだけ営業時間内にご用命を賜りますようお願いいたします。
（４）農繁期の対応について
　　　今まで同様、土・日・祭日も営業致します。
　　　農繁期は、原則として（４月～５月・８月20日～10月20日）の

４か月を営業致します。
　　　※ＪＡ広報等にて事前にお知らせいたしますので、ご確認くださるよう
　　　　お願いします。
（５）実施時期
　　　令和７年２月１日から

以上

茨城むつみ農業協同組合
代表理事組合長石塚克己



ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  
TEL 0280―87―1161　E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先お気軽にお問い合わせください。

JAだより茨城むつみ 第371号／2025年  1 月 1 日発行／発行所  茨城むつみ農業協同組合／発行者  代表理事組合長  石塚 克己／編集  総務企画部総務企画課
〒306ー0404  茨城県猿島郡境町長井戸23／TEL0280ー87ー1161  FAX0280ー87ー6630／URL  https://www.jamutsumi.com/     E-mail  jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp

　ＪＡ茨城むつみでは、令和５年４月より、総務企画課に事業承継（経営継承）を支援する職員を
配置しました。
　これは、当ＪＡが策定した「自己改革」の最重点目標「農業者の所得増大」を実現させるための
具体的施策の一環であり、将来にわたって地域の農地利用等を担う人材を確保するため、親世代か
ら経営を継承した後継者が、持続的に地域農業を担い、その経営を発展・安定させるための計画に
よるものです。
　今年度、７名の方へ支援を行い、経営継承・発展支援事業（国・市町補助事業）を利用し、機械
の導入・施設の整備を行いました。

猿島地区 倉持清孝さん　ハウス新築・張り替え
主な作物　水稲・ねぎ

三和地区 久保和弘さん　播種機・ブロードキャスタ導入
主な作物　レタス・人参

五霞地区 杉田陽一さん　後付け自動操舵システム導入
主な作物　水稲・人参・ねぎ

猿島地区 染谷正臣さん　トラクター、ロータリー導入
主な作物　はくさい・きゃべつ

猿島地区 稲毛田和明さん　ねぎ収獲機導入
主な作物　ねぎ・レタス

境地区 小島拓也さん　マルチ引き・ライムソワー導入
主な作物　とまと・リーフレタス




